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特
集
　
教
育
は
未
来
へ
の
投
資

3 全ての若者に希望の選択肢を選ぶ権利を

門
学
校
な
ど
へ
の
進
学
者
の
う
ち
、
高
校
な

ど
学
校
の
推
薦
を
受
け
た
学
生
に
、
毎
月
２

万
～
４
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

公
明
党
の
提
案
で
、
児
童
養
護
施
設
出
身
者

な
ど
に
は
入
学
時
に
24
万
円
が
追
加
給
付
さ

れ
ま
す
。
17
年
度
か
ら
は
無
利
子
奨
学
金
の

貸
与
人
数
も
拡
大
し
ま
す
。

■
教
育
格
差
の
解
消
め
ざ
す

―
―
奨
学
金
制
度
拡
充
の
意
義
は
。

石
田　

高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
が
、
本

人
の
意
思
で
は
な
い
経
済
的
・
家
庭
的
事
情

に
左
右
さ
れ
る
状
況
を
是
正
す
る
上
で
重
要

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
格
差
社
会
が
世
界
中

で
問
題
と
な
る
中
で
、
特
に
教
育
支
出
の
自

己
負
担
が
高
い
日
本
に
お
い
て
は
教
育
格
差

と
な
っ
て
現
れ
て
い
ま
す
。
公
明
党
は
、
意

欲
も
能
力
も
あ
る
の
に
進
学
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
学
生
を
な
く
し
た
い
。

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
は
、
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
上
で
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
高

等
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
よ
り
可
能
性
の

あ
る
将
来
の
選
択
肢
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

未
来
あ
る
若
者
の
希
望
が
、
社
会
的
・
経
済

的
な
制
約
で
奪
わ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
に
と
っ

て
の
大
き
な
損
失
で
も
あ
り
ま
す
。
人
こ
そ

最
大
の
資
源
で
す
。
分
断
社
会
を
越
え
、
未

来
の
発
展
を
若
者
の
未
来
を
拓
く
こ
と
か
ら

始
め
た
い
。

■
新
た
な
教
育
の
無
償
化
が
前
進

―
―
大
学
教
育
の
無
償
化
の
検
討
も
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
は

大
学
の
授
業
料
が
無
料
で
英
語
の
講
義
も
多

い
た
め
、
米
国
で
授
業
料
が
払
え
な
く
な
っ

た
米
国
の
若
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

石
田　

政
府
が
掲
げ
る
教
育
立
国
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
議
論
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
国
に
よ
る
高
等
教
育
の
振
興

や
支
援
が
世
界
に
誇
る
科
学
技
術
を
生
み
、

経
済
成
長
に
つ
な
が
っ
た
面
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。こ
う
し
た
公
明
党
の
一
連
の
訴
え
は
、

例
え
ば
、
東
京
都
の
２
０
１
７
年
度
予
算
原

案
で
は
、
私
立
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化

を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
と
し
て
反
映
さ
れ

ま
し
た
。
私
立
高
校
向
け
の
入
学
支
度
金
の

貸
付
額
も
、
現
在
の
20
万
円
か
ら
、
都
内
の

平
均
入
学
金
と
同
じ
25
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
す
。

―
―
教
育
支
援
の
拡
充
に
向
け
て
、
公
明

党
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
か
。

石
田　

教
育
施
策
の
充
実
に
向
け
て
、
一

歩
ず
つ
進
む
こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。

政
府
の
17
年
度
予
算
で
は
学
校
基
盤
の
強

化
と
し
て
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生

徒
ら
が
別
室
で
授
業
・
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
「
通
級
指
導
」
の
支
援
体
制
が

拡
充
さ
れ
ま
す
。
現
状
、
各
学
校
の
通
級
指

導
に
必
要
な
先
生
の
人
数
は
「
加
配
定
数
」

と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
で
決
ま
り
、
毎
年
の
予

算
配
分
で
先
生
の
人
数
が
上
下
す
る
不
安
定

な
も
の
で
し
た
。
こ
れ
を
先
生
の
人
数
が
児

童
・
生
徒
数
に
応
じ
て
、
過
不
足
な
く
決
ま

る
「
基
礎
定
数
」
へ
と
改
め
ま
す
。
幼
児
教

育
の
無
償
化
の
範
囲
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

■�

画
期
的
な「
給
付
型
奨
学
金
」制
度

―
―
公
明
党
は
福
祉
と
と
も
に
教
育
に
力

を
入
れ
る
党
と
し
て
、
数
多
く
の
実
績
が
あ

り
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、
経
済
的

に
困
窮
す
る
大
学
生
向
け
に
返
済
不
要
の

「
給
付
型
奨
学
金
」
が
一
部
先
行
実
施（
18
年

度
か
ら
本
格
実
施
）さ
れ
ま
す
。

石
田
祝
稔
政
務
調
査
会
長　

公
明
党
が
教

育
の
党
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
実
績

の
一
つ
が
、
義
務
教
育
に
お
け
る
教
科
書
無

償
配
布
の
実
現
で
し
た
。
当
時
、
野
党
だ
っ

た
わ
れ
わ
れ
が
、
憲
法
が
定
め
る
「
義
務
教

育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と
の
文
言
を

教
科
書
配
布
に
も
適
用
す
べ
き
だ
と
繰
り
返

し
政
府
に
訴
え
た
こ
と
で
実
り
ま
し
た
。

そ
の
実
現
に
至
る
ま
で
に
は
大
変
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
先
輩
国
会
議
員
か
ら
も
聞
き
ま

し
た
。「
絶
対
に
こ
れ
は
必
要
だ
」
と
決
め

た
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
ど
ん
な
苦
労
も

い
と
わ
な
い
公
明
党
の
政
治
姿
勢
は
、
こ
の

取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。
今

回
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
は
、
公
明
党
が

半
世
紀
前
か
ら
訴
え
続
け
て
の
政
策
で
、
長

年
の
党
と
し
て
の
思
い
を
継
い
で
取
り
組
ん

で
き
た
画
期
的
な
新
制
度
で
す
。

経
済
的
困
難
な
ど
の
理
由
か
ら
大
学
進
学

を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
人
を
な
く
す

た
め
の
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
は
、
17

年
度
か
ら
約
２
８
０
０
人
の
枠
と
し
て
一
部

先
行
実
施
し
、
18
年
度
か
ら
は
約
２
万
人
規

模
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
か
ら
大
学
や
専

な
ぜ
教
育
政
策
に
力
を
入
れ
る
の
か
―
―

石
田
祝
稔 

党
政
務
調
査
会
長
に
聞
く

全
て
の
若
者
に
希
望
の

選
択
肢
を
選
ぶ
権
利
を


